
○　本校の概要 令和7年2月15日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６
０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

Ａ 14

・これからの時代にとっての教育を考えてほしい。時代に遅
れるとどんどん取り残されてしまう。AIのことや、これから
の産業を支えるための根幹を考えていかないと世界からも
取り残されている気がする。
・運動する場所に限りがあり、体力の低下が心配。不登校や
発達障害への対応が必要であり、そのために保幼小中の連
携、情報交換は必要と思われる。
・日本人は自己肯定感が低いので、自己肯定感が高くなるよ
う個性豊かに学習能力を身に付く授業をお願いしたい。
・充実した事業や取り組みにより、児童アンケートや保護者ア
ンケートにおいて、高い肯定的な評価を得ているものと考え
る。
・いろいろな経験をしていくことで、心も豊かになっていくと
思う。家庭だけでなく、学校で友人たちと共有できる思い出
は貴重な宝物になると思う。
・こども自身が自分自身のよいところがあることに気づいて
今後の活動につながっていけばよいと思う。
・学校の取り組みをこどもや保護者に伝わり理解していただ
けてよかった。
・先生方からの評価と児童側からの評価がどちらからも高い
のはとてもよいことだと思う。
・学習指導・健康管理につながる活動内容を実施している、
実施された旨確認させていただいた。
・目標も取り組みも素晴らしいと思う。取組内容②について、
大田区の漢字検定が年１回になり、合格できるチャンスが１
回きりとプレッシャーにもなるため、できれば年２回の実施
に戻していただけるとありがたい。成果指標として、学力テ
ストの結果の比較など主観的な指標だけではなく、定量的・
客観的な数字があるとよりよいかと思う。

②学習習熟度に応じた指導や個に応
じた学習支援、各種検定の実施を通し
て、すべてのこどもに確かな学力の育
成を図っている。
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児童・生徒が豊
かな人生を生
きていく上で
基礎となる力
として、豊かな
心や確かな学
力、健やかな体
を育成します。
また、乳幼児期
から中学校ま
での一貫性の
ある教育を推
進します。

①道徳科を中心とした各教科等での
学習などを通じて継続的に道徳教育
を実施し、豊かな情操や道徳心の育
成を図っている。

4

学校評価児童アン
ケート「学習した内
容はわかってい
る」91.5%「運動
が好きです」
86.5%「自分に
はよいところがあ
ると思う」84.3%
において肯定的な
評価をした児童の
割合

学校公開保護者ア
ンケート「学習内容
は、こどもたちに
よくわかるもので
あった」において
肯定的な評価をし
た保護者の割合
98.0%

４：

全て
80
%
以上

③体育や保健体育の授業など様々な
機会を通して、健康教育や食育を推
進し、基本的な生活習慣の確立を図っ
ている。

4

２：

全て
60
%
以上

Ｃ 0

④乳幼児期から中学校まで円滑な接
続を行うため、保幼小の連携や小中
一貫の視点に立った教育を行ってい
る。

4

１：

いず
れか
でも
60
%
未満

Ｄ 0

4

①道徳科の充実を図るため、指
導教諭によるOJTや模範授業な
どを積極的に活用していく。様々
な教育活動の中でも他者理解や
道徳心の育成に努め、思いやり
の心を育てていく。豊かな情操を
育むため音楽鑑賞教室、演劇鑑
賞教室などを活用していく。

②算数習熟度別指導を活用し、
個別最適な学びの機会を保障し
ていく。水曜教室を開催し、苦手
な課題を克服する場を設ける。
学力調査、学習カウンセリングか
ら個々の児童の学力の定着度を
分析し、家庭とともに学習方針を
定めていく。プールにおける泳力
別指導、縄跳び検定、漢字検定な
どを通して、個々の児童が自分
で目標を定めて体力や学力の向
上を目指していく。

③健康教育の推進のために「早
寝・早起き・朝ごはん」月間、歯科
指導、みがき残し調べ、歯みがき
カレンダーの取組などを通して、
基本的な生活習慣の確立に役立
てていく。食育の大切さを児童や
保護者に啓発するために、読書
献立、郷土料理・世界の料理、毎
日のお便り「今日の給食」などの
取組を積極的に発信していく。限
られた環境の中で、縄跳び検定、
体力テストへの取組、貝塚中学校
校庭使用（各学年月１回程度）、体
育朝会などを実施して体力向上
に努める。

④乳幼児期から中学校まで円滑
な接続を行うため、保育園・幼稚
園との交流活動、保幼小地域連
絡協議会議、小中一貫教育授業
公開・参観などの機会を大切に
する。

13 ・英語教育は絶対に早い時期から必要だと思う。自分自身で
も感じている。
・「おおたの未来づくり」にはしっかりと取り組めたのではな
いかと思う。本校では地域の協力もあり、こどもたちへの教
育は充実していると思う。保護者のモラルが低下傾向なのが
気になる。
・５・６年生の肯定的な回答が少し少ないのが気になる。
・わくわくサマースクールの企画では「釜石市立唐丹小学校
と馬込第三小学校とのオンライン交流会」を開催している。
他地域の小学生との交流を通じて、東京都や大田区、馬込地
域についても自立的・主体的に学び時間にもなっている。
・これからの生活の中で海外の方々とのコミュニケーション
は必須となってくるので、小学校の時から力を入れてもらえ
ることは大変ありがたい。馬込には協力的な地域の方々が
多いので、皆さんと一緒に伝統を学んでいってほしいです。
・こどもたちが楽しく活動している姿を見ることができ、茶道
教室を行えることができてよかったと思います。
・世界につながるためにも、馬込は文化的にも材料があるの
で、学校の取り組みは充分理解できる。
・将来的に英語はあまり積極的に使うつもりではないが、国
際社会に関わる仕事をしたい子も何人かはいるのではない
かと思う。そのため、成果指標の３つ目について、この項目を
指標として含めるべきであるが少し疑問に感じた。
・英語、郷土の伝統や文化の学習など学校公開でこどもたち
がしっかり調べてまとめ、発表しているところを見せていた
だいた。
・目標も取り組みも素晴らしいと思います。取り組み内容③
について、６年生の授業で取り上げた世界の課題がSDG's
の何番にあたるかという問いに、何名かが資料も見ずにさっ
と回答していたのが印象的だった。ふだんから授業で触れて
いるのだと感じた。評価については、成果指標の３・４年と
５・６年のアンケート回答はまとめた数字にして、児童アン
ケートまたは保護者アンケートに次の設問を増やすとよいか
と思う。取り組み内容③の成果指標案「（私は/こどもは）身
の回りや世界の課題についても興味・関心をもてている」

３：
全て
70
%
以上 Ｂ 2

②我が国や郷土の伝統や文化の学
習、人権教育を推進し、自分とは異な
る文化や価値観をもつ相手を理解し、
互いに尊重し合う心の育成を図って
いる。

4 ２：
全て
60
%
以上 Ｃ 0

③現代社会における地球規模の課題
を自分事として捉え、その解決に向け
て考え、行動する力の育成を図ってい
る。
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英語での実践
的なコミュニ
ケーション能力
を高めるとと
もに、我が国や
郷土の伝統文
化に触れ、尊重
する心や、協力
していく態度
を育成します。
また、国際社
会・地域社会に
関心をもち、持
続可能な社会
を形成してい
く態度を形成
します。

①外国語教育指導員の活用などによ
り、英語に慣れ親しみながら会話をす
る機会を増やし、英語力やコミュニ
ケーション能力の向上、豊かな国際感
覚の育成を図っている。

4

学校評価児童アン
ケート「東京都や
大田区の特徴、馬
込地域について学
ぶことは楽しい」
において肯定的な
評価をした３・４年
児童の割合
87.0%

学校評価児童アン
ケート「日本の伝
統や文化、東京都
や大田区の特徴、
馬込地域について
学ぶことは楽し
い」において肯定
的な回答をした５・
６年児童の割合
72.0%

全国学力・学習状
況調査「将来、積
極的に英語を使う
ような生活をした
り職業に就いたり
したいと思う」に
おいて肯定的な評
価をした６年児童
の割合　61.1%

４：
全て
80
%
以上

2

①外国語科・外国語活動では、自
分の思いや考えを友達と伝え合
う活動を行っている。話し手と聞
き手の視点に立つことを意識し
た活動を繰り返すことによって
コミュニケーション能力の向上を
図っている。外国語教育指導員
（ALT）との関わりを重視した授
業づくりを行い、国際理解を深め
る機会を設けていく。

②本校は地域教材や地域人材が
豊富にある地域にある。古き良
き伝統を児童が学んで行く過程
で地域理解と地域への愛着を深
められるように努めていく。人権
教育の充実を図るため、生命尊
重・人権週間での取組（標語作
り、ポスター作り）を今後も行っ
ていく。道徳の学習を通じて互い
の存在や考えを尊重し相互理解
がより深まるようにしていく。

③道徳科、生活科、総合的な学習
の時間を活用し、身の回りの環境
問題に留まらず、地球規模の課
題にも触れることで、ＳＤＧ'ｓへ
の取組についても関心を高めて
いけるようにする。

Ａ

11

・ハイテク機器とローテクは両方必要である。人間同士のコミュニ
ケーションを失わず、頑張って学んでほしい。
・タブレットの修理に時間を要している。タブレットが故障しているこ
どもがいるとの情報があるが大丈夫か。
・「保護者評価」こそ６８.８％で、評価が「２」となっているが、先生方
は「４」なので、本項評価は「３～４」でよいのではないかと思う。
・学校教育の中で活用するタブレットに関するアンケートについて成
果指標を設け、成果評価に加える事は適切である。一方で学校評価
保護者アンケート設問にある、タブレット以外の「ゲーム、携帯電話、
SNSなどの使用」については、家庭教育、各家庭の取り組みに関す
ることであり、肯定的な回答を増やしていくことに、一定の限界を感
じる。
・新しい教科のスタートに向けて、先生方が積極的に取り組んでいる
様子がよく分かる。ICTに活用も進み、こどもたちの学びはもちろん
のこと、保護者の方々も便利になっていることと思う。
・自己評価としてはよいが、そもそもタブレットの使用が１年生に必
要なのか疑問を感じている。こどもは楽しいと思えばすぐに覚える
と思うので、教科書が重い上にタブレットはかなりの重さだと思うの
で、学校保管での使用ならよい思う。持ち帰りについては、家での使
用など気になる方がいるのではないか。持ち帰らない方がよい側面
もあると思う。
・デジタル社会で健全に生活する上で、情報モラルは必要であり急
務。学校と家庭でしっかりとタッグを組み、進めてもらうためにも、
家庭（保護者）も意識を高めてほしい。
・「おおたの未来づくり」は、こどもたちが「地域」を意識するきっかけ
となり、非常に意義のあるカリキュラムだと思う。内容は各年度で変
わっていくと思うが、学校側も「地域の創生」という意義の重要性を
認識し、取り組んでいただければと思う。
・自己評価は適切であると思う。成果指標の３つ目について、ゲー
ム・SNSなどのルールや評価は各家庭により、まちまちであるため、
情報技術を活用した学習活動を評価するのであれば、含めなくても
よいと感じた
・「おおたの未来づくり」について実際の活動報告を受けている。開
校８５周年も同様、タブレットの活用については学校公開で見せてい
ただいた。
・目標も取り組みも素晴らしいと思う。学校の中で、通常の教科以外
にたくさんの行事や特別授業が行われていること、いろいろな体験
機会を設けてくださっていること、本当に感謝している。協議会の中
で、１年生の学芸会の参加はなかなか難しいとの話もあったが、とて
もよくできていて、こどもたちの声を聞いても「自分も参加して劇・
学芸会を創り上げた」という意識がもてていたように感じた。指導さ
れる先生方は大変な御苦労があるかと思うが、間違えてもよいと思
うので、楽しい体験をこれからもさせてあげてほしい。評価について
は成果目標のうち２つが「タブレットのルールを守っているか」であ
ることに違和感を感じた。適しているアンケート項目がないようなの
で、来年度は児童アンケートに次のような設問を増やすとよいと感
じた。取組内容①の成果指標案「私は学校で新しい技術を学べてい
る」（４年生以上）　取組内容②の成果指標案「私は行事や特別授業な
どで友達と協力し合えている」

３：
全て
70
%
以上 Ｂ 4

②学校内外での様々な体験活動や自
己評価する習慣づくりを推進し、自ら
考え判断する力や、他者と協働してい
く力の育成を図っている。

4 ２：
全て
60
%
以上 C 0

③情報技術を適切に活用した授業の
実施を通して、情報活用能力の育成
を図っている。
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社会の様々な
課題を自分事
として捉え、主
体的に考え、他
者と協働し、問
題解決してい
く意欲や、予測
困難な未来社
会を切り拓い
ていくために
重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力
を育成します。

①STEAM教育等の教科等横断的な
学びや科学教育を推進し、課題解決
力や新たな価値を創造する力の育成
を図っている。

4

学校評価児童アン
ケート「日常的にタ
ブレットを学習に
活用している」に
おいて肯定的な評
価をした児童の割
合　72.7%

学校評価児童アン
ケート「タブレット
は『学習用タブレッ
トのしおり』を守っ
て使っている」に
おいて肯定的な評
価をした児童の割
合　89.7%

学校評価保護者ア
ンケート「お子さん
は、タブレットや
ゲーム、携帯電話、
ＳＮＳなどの使用
について、家庭で
決めた約束（時間
や使い方など）を
守っている」にお
いて肯定的な回答
をした保護者の割
合　67.9%

４：
全て
80
%
以上

2

①区独自教科「おおたの未来づく
り」の研究実践校として今年度は
校内研究を進めてきた。地域の
方や地域企業と連携し、課題解
決力や新たな価値を創造する力
を育成できるように、授業づくり
や指導計画、素地を養うカリキュ
ラムづくりを行った。来年度以降
もブラッシュアップして取り組ん
でいく。

②今年度は開校８５周年を迎え
たため、それに伴う特別活動（学
校行事）を充実させることができ
た。開校８５周年記念集会では、
児童が中心となって委員会ごと
に企画を考え、委員会同士が協
働し、集会を運営する姿が見られ
た。限られた時間の中で、児童が
自ら考え判断する力や他者と協
働していく力を高める機会をこ
れからも作っていく。キャリアパ
スポートを活用して、各行事を振
り返り、自分の頑張りや得られた
学びを記録し、達成感や自己肯
定感を高めていけるように努め
る。

③本校では多くの授業でタブ
レット端末などのＩＣＴを活用した
授業づくりを行っている。情報活
用能力の育成を大切にしていく
とともに、基礎・基本の習得（タブ
レットドリルなど）、協働的な学び
の充実（オクリンクプラスなどの
コンテンツの活用）を目指してい
く。「お助けネット通信」などを活
用し、情報モラルの向上を図って
いく。

Ａ

令和６年度　大田区立馬込第三小学校　自己評価　報告書

◇児童数７７３名（１０月３１日現在）、２４学級、特別支援教室（サポートルーム）拠点校。　　◇令和４年度に学校運営協議会を設置。大田区コミュニティ・スクールとして、地域の教育力を生かした特色ある学校づくりを推進。
◇令和６年度開校８５周年に際し、記念集会の実施、記念誌の発行、記念写真・航空写真の撮影。　　◇校舎改築工事中、令和６年度１学期に「思い出プロジェクト」として校舎内壁面にペイントを実施、２学期より仮設校舎へ移転。
◇校長１、副校長１、主幹教諭２、指導教諭１、主任教諭１０、主任養護教諭１、教諭２１、時間講師８、事務２（補助員を含む）、栄養士１、特別支援教室専門員１、スクールカウンセラー２、副校長アシスタント１、読書学習司書１、教員支援員１、学校特別支援員１、学校特別
補助員１、（民間委託：用務員、児童誘導員、施設管理員、給食、ALT）　　◇PTA活動、馬三イベントサークル（仮）、読書ボランティア、スクールサポート、同窓会活動が盛んで、児童の健全育成にすすんで関わっている。
◇大田区独自教科「おおたの未来づくり」研究実践校、研究主題：地域と共に未来を創造する児童の育成～教科「おおたの未来づくり」における最先端技術を用いた社会への貢献～　　◇学区内に７町会、学校に対して非常に協力的で地域力が高い。
◇たてわり班給食や遊び、きょうだい学年などの異学年交流を通して、集団や社会における人間関係形成力の向上を図る。　　◇全校詩集「いおのうた」の作成。
◇体力・運動能力の向上「一校一取組」では、新しい縄跳びカードとそれに伴う検定制度の下、短縄跳びと長縄跳びを活用。　　◇校外施設（屋内プール）におけるインストラクターによる水泳指導。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄



４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高
まっている」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高
まっている」と回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回
答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答し
た。

２：60％以上80％未満の教員が回答し
た。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教
員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答し
た。

３：80％以上100％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねでき
た」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が
60％未満であった。

②登下校の見守り活動等の、児童・生
徒の健全育成や安全指導に係る取組
を地域の協力により実施している。

4 ２：

70
%
以上
80
%
未満

Ｃ 0

③家庭教育に関する情報の発信や
PTAなどと連携した講演会・学習会、
またはその双方を実施している。

4

１：

70
%
未満 Ｄ 0

4

①令和４年度よりコミュニティス
クールとして学校運営協議会と
連携し教育活動の充実を図って
きた。さらに、区独自教科「おお
たの未来づくり」を豊富な地域教
材と地域人材を活用し教育活動
をさらに充実させていく。教員の
ＰＴＡ・地域行事への参加を継続
していく。

②地域や町会による日常的な登
校の見守りやＰＴＡ校外部による
朝の馬出しと放課後の地域パト
ロールなどに感謝し、今後も見守
りのお願いをしていく。

③今年度も道徳授業地区公開講
座、体育・健康教育授業地区公開
講座を実施し、保護者や地域に
対し啓発活動を行った。学校保健
委員会や給食試食会などにも保
護者の参加を呼び掛け、さらに
教育活動に対する理解を深める
機会を設けていく。

Ａ 15

・教職員、PTAと地域活動との連携がよくできている。
・地域で学校を見守ること、学校として地域を理解していく
こと、こどもたちにも地域と連携・協力していくことを学ぶ必
要があり、これからの取り組みに期待している。
・今年度PTAの中から新たに青パト活動に参加していただき
感謝している。今後もさらに連携を強化していきたい。
・地域の一員としてこれからも学校と協力して活動していき
たい。新しいイベントなども企画してみたい。
・「おおたの未来づくり」の取り組みを早期スタートされたこ
とが素晴らしいと思う。盆踊り（地域のイベント）を共に盛り
上げようといったモチベーションに期待します。
・馬三はこれまでも地域コミュニティの核として学校づくりや
地域も特色を生かした学校づくりを進めてきた。「おおたの
未来づくり」において、「馬込盆踊り大会」を課題に取り上げ
ていこうとするなど、さらなる地域協同の枠組みを模索した
教育活動を実施している。
・アンケート回答からも分かるように、保護者も地域も学校を
支える体制ができていることがよく分かる。これからも学
校・家庭・地域でこどもたちを見守っていきたい。
・地域との活動がほかの地域に比べて連携が取れているの
を、ほかの地域の方のお話を聞く度に思う。
・取り組みも参加することでより理解も深まると思うので、
積極的に参加してほしい。
・評価は適切だと感じる。先日議題に挙がっていた登校時間
についての問題をはじめ、学校・保護者・地域の連携をさら
に強め、こどもたちによりよい成長の場を提供できるとよい
なと思う。
・防災についてより一層地域との連携を確認できた。
・目標も取り組みも素晴らしいと思う。学校運営協議会に参
加させていただき、学校がどのように運営されているかとい
うことが分かり、改めて先生方の御尽力に感謝の気持ちを
もった。PTAと地域の連携もコロナで十分な引継ぎがなさ
れず、途切れているとところもあったが、学校運営協議会を
通じて改めて協力体制がとれるようになり、強化されている
と感じる。来年度は行政・地域・学校・PTAで連携した防災関
係の活動を行っていくということなので、及ばずながらお手
伝いできればと思う。評価指標については、保護者アンケー
トの８「学校はPTAや地域活動に協力している」も入れてよ
いかと思う。

３：

80
%
以上
90
%
未満

Ｂ 0

0

１：
70
%
未満 Ｄ 0

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
し
て
の
学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニ
ティの核として
の学校づくり
や地域の特色
を生かした学
校づくりを進
めるとともに、
学校・家庭・地
域が連携・協働
して、地域社会
全体でこども
たちを育成し
ます。

①「地域コミュニティの核としての学
校づくり」を目指して地域と学校が連
携・協働した様々な活動を実施してい
る。

4

学校評価保護者ア
ンケート「学校は、
家庭や地域と連
携・協働して、教育
活動を実施してい
る」において肯定
的な評価をした保
護者の割合
95.6%

４：

90
%
以上

4

①今年度は校舎改築に伴う仮設
校舎への移転があり、限られた
条件や時間の中で旧校舎に感謝
する「思い出プロジェクト」を実施
し、本校の伝統に触れる機会を
設けることができた。仮設校舎で
の学校生活が充実するように校
舎内の環境整備（エクササイズ
ルームの設置）、ＩＣＴ機器の環境
整備を今後も進めていく。いおの
離れの活用し、国語科や社会科、
総合的な学習の時間の充実を図
る。

②仮設校舎へ移転しても危険や
災害に対する教育が充実するよ
うに毎月、避難訓練や安全点検
を実施していく。引き続き池上警
察と連携し交通講話、登下校指
導、セーフティ教室などを実施
し、安全指導を充実させていく。
３年生は、総合的な学習の時間に
おいて、地域安全マップ作りを行
う。

Ａ 14

・これからさらに学校避難所、協議会と連携して取り組んでいく必要
がある。
・今年から合同防災訓練の形態が変わるが、６月第１日曜日に馬三
小、貝塚中で一斉開催できるよう、調整中。
・旧校舎に感謝する「思い出プロジェクト」は大変よかった。馬三イベ
ントサークル主催で開催された「旧校舎最後の馬三肝試し大会」で
は、馬込地域の掲示板でお手伝いを募集するなどして、卒業生にも
多く協力いただき、多くのこどもたち、保護者の参加のもと、盛況に
終わった。また、馬三イベントサークルでは、9/24防災イベントと防
災科学教室を関係機関・団体の協力のもと開催した。今後もこども
と保護者が共に参加できるようなイベント開催を通じて、防災・交通
安全などの理解・啓発に関する活動を期待したい。
・環境が変わり、先生方もこどもたちも大変なことが多いと思います
が、引き続き安全面に重きを置いていただきたいです。
・仮設校舎になっても楽しく活動できよかった。ただ、図書室に音楽
室からの音がかなり響くのが少し気になった。
・取り組みをこどもや保護者が充分理解できていることがよいと思
う。
・評価は適切だと思う。仮設校舎への移転に伴い、より多くの地域住
民を巻き込んだ避難訓練などがあるとよりよいのではと思う。
・災害対策についてより一層、地域との連携を確認できた。
・目標も取り組みも素晴らしいと思います。仮設校舎の騒音は気にな
るが、廊下やトイレ前など共用部が広いので安全性が高まったと思
いう。階段に手すりも増やされ、さらに安心感が増しました。仮設校
舎になってから、床が明るい色だからか階段や廊下に埃が目立つよ
うになった気がする。新しい校舎では、教員室の廊下側にも窓をつ
けるなど、児童や保護者からも教員室へのアクセスに緊張感や抵抗
感が少なくなるような、内装になるとよいかと思う。（教員室前に気
軽に利用できる椅子や机があるとさらに先生とちょっとした相談な
ど、しやすくてよいかと思う。）

３：
80
%
以上
90
%
未満

Ｂ 1

２：
70
%
以上
80
%
未満

Ｃ

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

学校施設につ
いて、ICT環境
等の教育環境
の整備を推進
するとともに、
児童・生徒の安
全・安心を向上
させるための
教育を推進し
ます。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・
安全な学校生活づくりを踏まえて、学
習環境を整備している。

4
学校評価保護者ア
ンケート「学校は、
避難訓練を含む安
全指導や健康教育
の推進に努めてい
る」において肯定
的な評価をした保
護者の割合
98.8%

４：
90
%
以上

②避難訓練や安全指導日などを通し
て、危険や災害に対する教育を関係
機関と連携しながら進めている。

4

1

③スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーとの連携等、児
童・生徒・保護者が相談しやすい環境
を整備し、一人ひとりの能力や可能性
を最大限に伸ばすことを意図した指
導や支援を行っている。

4

１：

70
%
未満 Ｄ 0

2

①サポートルームにおける教育
の充実や通常の学級との連携を
継続していく。校内委員会を定期
的に実施し、児童の様子を共有
し、支援体制の方針などを考えて
いく。

②いじめに関するアンケートやＷ
ｅｂ‐ＱＵの実施・活用を通して
個々の児童の様子を把握する。
必要に応じて速やかにいじめ対
策委員会を開き、方針を示し、組
織的に対応していく。校内におい
ていじめ防止研修を実施し、学校
いじめ防止基本方針に沿って、
いじめの未然防止、早期発見、早
期対応の仕方について確認し、
迅速に対応できるようにしてお
く。ふだんの児童の気になる様子
については生活指導夕会での情
報共有する。

③児童や保護者がスクールカウ
ンセラーに相談しやすい環境を
整備する。スクールカウンセラー
がどのような方かが分かること
でさらに信頼関係を築くことが
できると考えられる。その方策と
して、相談室だより「こころの陽
だまり」の配付・周知や学級担任
による紹介などが挙げられる。ス
クールカウンセラーと教職員の
連携も深めていく。

Ａ 11

Ａ 12

・障害をもっているこどもたちの受け入れ方を私自身も勉強
中であり、見守り方も考えているところである。
・こどもたちの困り事、不安が早急に解消できることを希望
する。
・児童アンケートの肯定的な７８.３％よりも、残りの２１.７％
の児童に問題が隠れている気がする。
・こどもたちの困り事や不安を先生や学校にいる大人に相談
する、できることはもちろん重要ではあるが、セルフヘルプ
グループ（自助グループ）のように、こども同士が悩みを分か
ち合い、互いの体験や想いを共有する中で回復したり、成長
したりしていく状況を改善し、仲間とのつながりを強めるこ
ともあるだろう。過信はできないが、こども自身が、こども同
士で困り事や不安を解消していく過程にも積極的な評価が
できるよいのではないか。
・いろいろな特性のあるお子さんがいると思うが、サポート
ルームをはじめ、たくさんの大人や友人との関わりの中でス
ムーズな学校生活を送れるとよいと思う。
・コロナ禍後、だいぶコミュニケーションが活発になってきて
いると思うが、まだその影響は少なからずあるのではないか
と思う。
・続けることで定着を期待できるので、粘り強く継続してほ
しい。
・評価は適切であると思う。現在スクールカウンセラーにつ
いてどのような取り組みをしていらっしゃるのか分からない
が、小学生の頃、全員が必ず一度はカウンセラー室に行くと
いう機会があり、それ以降「学校にいる大人に相談する」ハー
ドルが下がったように思います。
・いじめの報告、スクールカウンセラーに相談できる環境が
できていることを確認させていただいた。
・目標も取り組みもよいと思う。いじめについて、直接保護者
から気になる話を聞く機会は減りましたが、保護者のアン
ケート回答を見ると４年生に気になるコメントが見られまし
た。昨年、アサーティブやアンガーマネジメントを取り入れて
はと提案させていただき、その後お便りで取り上げていただ
けてありがたく思っている。継続してこどもたちにも内容を
知ってもらい、できれば体験する場などがあれば嬉しく思
う。また、授業時間内に校内をうろうろしてしまう児童がや
はり気になる。付き添いの先生やお手伝いの方がついてい
る時と、ついていない時があるので大変かと思いますが何
か手だてを考えていただけるとよいかと思う。

３：

80
%
以上
90
%
未満

Ｂ 3

２：

70
%
以上
80
%
未満

Ｃ

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひ
とりの状況に
あわせて教育
環境を整える
とともに、相談
機能の充実を
図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしく
いきいきと生
きるための学
びを支援しま
す。

①インクルーシブ教育システムの構築
に向けて、教員の資質・能力の向上や
校内における支援体制の充実、特別
支援教室巡回指導教員との連携等を
行っている。

4

学校評価児童アン
ケート「困りごとや
不安があるとき
に、先生や学校に
いる大人に相談で
きる」にいて肯定
的な評価をした児
童の割合77.9%

４：

90
%
以上

②学校いじめ防止基本方針に沿っ
て、いじめの未然防止、早期発見、早
期対応等のための組織的な対応を実
施している。

4

・「おおたの未来づくり」の先行授業に大いに期待している。
・わくわくサマースクールが充実してきているので、更なる充実
に期待する。教職員の業務適正化も進めていっていただきた
い。
・先生方の取組評価に３とあるが、児童の評価が９１.８％と楽し
く過ごしているようなので、引き続き学力や教師力の向上に努
めてほしい。
・目標に対する成果指標として「楽しく学校で過ごしている」とい
う児童アンケートや保護者アンケートの「こども同士が話し合う
活動を通じて、自分の考えを深めたりしていた」「教師がこども
たちのよいところを認める場面があった」において肯定的な評
価を採用したことは理解できる。教職員の業務適正化などに取
り組む際には、各学校内の業務のみならず、教育委員会と学校
との業務、地域団体と学校との業務力と各学校の自助努力だけ
では、解決・改善が進まない事項もあるだろう。学校現場で実際
に汗をかく教職員の声を第一に、より建設的な対話を重ねて
いってほしい。
・先生方のライフワークバランスを第一に進めていただけるの
は、素晴らしいことだと思う。先生方の気持ちのゆとりがこども
たちにはストレート伝わると思うので、ゆとりをもてるスケ
ジュールをお願いしたい。
・楽しく学校で過ごせることは、こどもの成長においてはとても
大事なことなので、評価が上がってよかったと思う。
・積極的にICTを活用してゆとりをもってこどもたちに向き合っ
ていただきたい。取り組みもこどもと保護者に見える形が望ま
しい。
・適切な評価だと感じる。こどもたちからのアンケートの肯定率
がより１００％に近づくとよいと思う。
・ライフワークバランスの推進に関わる活動内容をお聞きした。
・目標も取り組みもよいと思う。先生方がどのような研修を受け
られて、どのように授業に生かされているのかは、本資料やアン
ケートからはよく分からなかったですが、分かりやすくこどもた
ちが受け止めやすい内容で伝える工夫をしていただいているこ
と、ありがたく思う。１年生はクラス人数が多く、１学期当初、学
校公開では図工の先生のお話をきちんと聞けず、何をやればよ
いか分かりきっていないこどもが、うちの子も含め見らた。算数
はかえってペースが遅く感じられ、飽きてしまっているようにも
見えた。全体のペースをそろえてというのは、とても難しいのだ
なと感じている。成果指標の児童アンケート「楽しく学校で過ご
している」は、個別目標5の指標とする方が適切ではないかと思
う。保護者アンケート「学校は一人一人のことを考え、一生懸命
に指導している」をこちらを入れるとよいかと思う。また、先生
方の残業や働き方改革については、削減時間や割合など、具体
的な数字があるとよいと思う。

３：
全て
70
%
以上 Ｂ 3

２：
全て
60
%
以上 Ｃ

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を
通して、教師の
授業力を向上
させます。ま
た、質の高い教
育を実現する
ため、学校の組
織的な運営力
を向上します。
あわせて、教師
がやりがいを
もって働くこと
ができる魅力
的な環境づく
りを進めます。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引
き出す個別最適な学びと協働的な学
びの一体的な充実の視点による授業
改善を行っている。

3

学校評価児童アン
ケート「楽しく学校
で過ごしている」
において肯定的な
評価をした児童の
割合91.8%

学校公開保護者ア
ンケート「こども同
士が話し合う活動
を通じて、自分の
考えを深めたり広
げたりしていた」
95.4%「教師がこ
どもたちのよいと
ころを認める場面
があった」95.0%
において肯定的な
評価をした保護者
の割合

４：
全て
80
%
以上

②教職員がそれぞれの専門性を生か
したり、地域の特色を生かしたりして
教育活動を行っている。

4

0

③教職員の業務適正化等に取り組
み、児童・生徒に教員が向き合う時間
を確保する等、ウェルビーイングを高
める取組を行っている。

3

１：
いず
れか
でも
60
%
未満

Ｄ 0

4

①各学習の中で一人一人が自分
の課題に取り組めるように学習
内容の工夫を行うとともに、タブ
レット端末を活用した個別最適な
学びを取り入れていく。協働的な
学びを促進していくために、各学
習においてペア・グループ学習を
取り入れていく。タブレットを用
いてオクリンクプラスなどのコン
テンツも活用していく。

②校内ＯＪＴの充実を図るととも
に、大田区の教育研究会などに
も積極的に参加し、指導力の向
上のため、研鑽を積むことを教
職員に推奨する。教職員も自分
の強みを生かした企画を馬三わ
くわくサマースクールなどで行う
ことで、ふだんの教育活動との違
いを味わう。

③行事や会議の精選、組織の見
直しを年ごとに行い、業務適正化
に努め、教職員のワイフ・ワーク・
バランスを推進していく。そして
児童に教員が向き合う時間を確
保し、ウェルビーイングを高める
取組を行っている。


